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ワ
ー
統
一
テ
ー
マ

「
自
分
自
身
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
。」

（
レ
ビ
記
19
章
18
節
よ
り
）

　
「
キ
リ
ス
ト
教
っ
て
ど
ん
な
宗
教
で
す
か
？
」
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
て
い
る
人

に
も
、
そ
う
で
な
い
人
に
も
質
問
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
各
々
キ
リ
ス
ト

教
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
・
・
・
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
間
違
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
一
言
で
表
す
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
「
愛
」
の
宗

教
で
す
。

　

今
学
期
は
、
大
変
有
名
な
聖
書
の
言
葉
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
箇
所
は

旧
約
聖
書
な
の
で
、イ
エ
ス
が
語
っ
た
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
イ
エ
ス・

キ
リ
ス
ト
は
人
が
守
る
べ
き
最
も
重
要
な
掟
と
し
て
、
レ
ビ
記
の
こ
の
箇
所
を

引
用
し
ま
し
た
（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
12
章
31
節
）。

　
「
自
分
自
身
を
愛
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
部
分
は
、
隣
人
を
愛
す
る
前
に
ま
ず

「
自
分
を
大
切
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
く

中
で
、
自
分
自
身
を
愛
せ
な
く
な
る
時
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や

自
分
自
身
の
弱
さ
と
向
き
合
う
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
そ
う
い
っ

た
自
分
自
身
の
弱
い
部
分
を
知
り
、
そ
の
上
で
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

た
時
、
初
め
て
自
分
以
外
の
人
を
も
愛
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
プ
レ
ン

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
教
会
伝
道
師　

西
原　

も
も
こ
）

イ
ラ
ス
ト　

中
谷
隆
志

聖
書
に
出
て
く
る
動
物
「
カ
エ
ル
」
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http://www.
christian-
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今
学
期
、
大
学
構
内
で
掲
示
さ
れ
る
「
新

島
襄
の
こ
と
ば
」
に
は
、
説
教
草
稿
「
愛
人

論
」
か
ら
二
篇
、
採
ら
れ
て
い
る
。

　

四
月
の
（
A
）「
愛
国
は
名
利
を
射
り
、

私
欲
を
満
た
し
、
糊
口
の
道
具
と
な
す
が
如

き
卑
賤
の
者
に
あ
ら
ず
」、六
月
の
（
B
）「
人

を
愛
す
る
は
、
一
国
に
限
ら
ず
世
界
の
人
を

も
人
と
見
な
し
て
こ
れ
を
愛
せ
ば
、
決
し
て

区
域
の
狭
き
者
に
あ
ら
ず
」
で
あ
る
。

　
（
A
）
は
「
国
を
愛
す
る
」、（
B
）
は
「
人

を
愛
す
る
」
発
言
な
の
で
、
一
見
バ
ラ
バ
ラ

の
印
象
を
受
け
る
。

　

し
か
し
、
新
島
は
「
愛
国
」
と
「
愛
人
」

を
表
裏
一
体
と
考
え
る
。彼
の「
愛
人
論
」は
、

両
者
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す

る
た
め
の
説
教
で
あ
る
。

　

で
は
、「
愛
国
」
と
「
愛
人
」
の
関
係
は
？

答
え
は
別
の
説
教
草
稿
、「
愛
国
の
主
意
」

に
潜
む
。「
愛
国
と
申
せ
ど
も
、
つ
ま
り
愛

人
」。
要
す
る
に
「
愛
国
は
愛
人
な
り
」
な

の
で
あ
る
。
新
島
の
愛
国
主
義
は
、
極
め
て

特
異
で
あ
る
。

　

彼
は
同
志
社
大
学
を
立
ち
上
げ
て
、「
愛
国

主
義
の
教
育
」
を
実
践
す
る
の
を
夢
と
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
帝
大
（
東
大
）
な
ど
の

「
政
府
大
学
に
望
み
難
」
い
の
で
、こ
こ
は
「
民

間
有
志
」
に
よ
る
大
学
（
私
立
大
学
！
）
が

何
と
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　

と
は
言
え
、
新
島
と
て
官
立
大
学
（
国
立

大
学
）
が
愛
国
主
義
教
育
を
実
践
し
て
い
な

い
と
は
言
わ
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
逆
で
あ

る
。
た
だ
、
問
題
は
中
身
で
あ
る
。

　

官
学
で
の
愛
国
教
育
は
、
ひ
た
す
ら
利
己

的
で
、
わ
が
身
や
自
国
を
最
優
先
し
が
ち
で

あ
る
。
新
島
は
こ
れ
を
「
日
本
の
愛
国
は

偏へ
ん
ぱ頗
の
所
あ
り
」
と
見
る
。「
口
に
公
然
と

愛
国
を
唱
ふ
る
も
、
実
際
に
愛
国
な
し
」
と

憂
慮
も
す
る
。

　

新
島
は
こ
う
し
た
歪い
び
つで
卑
賤
な
愛
国
主
義

に
反
旗
を
翻
す
。（
A
）「
愛
国
は
名
利
を
射

り
、
私
欲
を
満
た
し
、
糊
口
の
道
具
と
な
す

が
如
き
卑
賤
の
者
に
あ
ら
ず
」
だ
か
ら
で
あ

る
。「
愛
国
者
」
新
島
に
は
、
ま
が
い
物
の

愛
国
主
義
は
耐
え
難
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
彼
は
、「
偏
頗
の
愛
国
心
を
打
ち

切
り
、
真
正
の
愛
国
心
を
養
ひ
、
道
徳
主

義
の
教
育
を
設
」
け
て
、「
純
粋
の
愛
国
心
」

を
植
え
付
け
る
教
育
が
必
要
だ
、と
断
じ
る
。

　

で
は
、
真
正
の
愛
国
主
義
、
純
粋
の
愛
国

心
と
は
何
か
。
愛
人
主
義
で
あ
る
。
新
島
は

端
的
に
「
愛
人
と
は
、
他ひ

と人
を
愛
す
る
也
」

と
喝
破
す
る
。
奇
し
く
も
今
学
期
の
チ
ャ
ペ

ル
・
ア
ワ
ー
統
一
テ
ー
マ
に
選
ば
れ
た
聖
句

は
、「
自
分
自
身
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
人
を

愛
し
な
さ
い
」
で
あ
る
。

　
「
他
人
を
愛
す
る
」
に
は
、
必
然
的
に
自

己
犠
牲
や
自
己
否
定
が
伴
う
。
だ
か
ら
、
そ

の
実
現
に
は
「
道
徳
主
義
の
教
育
」（
徳
育
）、

す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
（
新
島
は

「
心
育
」
と
言
う
）
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　
「
心
育
」
で
魂
を
鍛
え
な
い
以
上
、
人
間

固
有
の
利
己
心
は
い
つ
ま
で
も
不
滅
で
あ

る
。「
人
は
ど
う
で
も
よ
い
。
己お
の
れ
さ
へ
よ
く

は
〔
良
け
れ
ば
〕
よ
い
。
人
の
苦
き
〔
不
幸
〕

は
三
年
忍
ふ
」
と
い
う
卑
し
い
精
神
状
態
が

永
続
し
、
そ
れ
が
常
態
化
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、本
来
の「
愛
国〔
愛
人
〕は
、

す
な
わ
ち
己お
の
れの
名
利
を
顧
み
ず
、
己
一
身
を

抛な
げ
うち
、
国
の
為
、
人
の
為
に
計
る
」。
優
れ
て

非
利
己
的
、
禁
欲
的
な
も
の
で
あ
る
。
卑
賤

か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
ど
こ
ま
で
も
崇
高
で
高

尚
な
生
き
方
で
あ
る
。

　

歴
史
的
に
見
て
も
、
官
学
主
導
で
養
成
、

醸
成
さ
れ
た
過
去
の
愛
国
主
義（
国
粋
主
義
）

が
、
日
本
人
を
幾
度
も
対
外
戦
争
に
駆
り
立

て
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

　

お
り
し
も
、
現
状
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
非
常
事
態
の
さ
な
か
で
あ
る
。「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
」（
感
染
症
の
世
界
的
な
蔓
延
）
の

恐
怖
に
慄お
の
のく
日
本
の
某
有
力
政
治
家
は
、
こ

れ
を
第
三
次
世
界
大
戦
に
例
え
た
。

　

こ
こ
で
懸
念
す
べ
き
は
、「
偏
頗
な
愛
国

主
義
」
の
再
登
場
、
激
化
で
あ
る
。
大
き
く

は
外
国
人
に
対
す
る
敵
愾
心
や
煽あ

お

り
、
卑
近

な
所
で
は
隣
人
へ
の
差
別
や
中
傷
。
こ
れ
を

食
い
止
め
ら
れ
る
の
は
、「
愛
人
主
義
」
以

外
に
は
な
い
。（
B
）「
人
を
愛
す
る
は
、
一

国
に
限
ら
ず
世
界
の
人
を
も
人
と
見
な
し
て

こ
れ
を
愛
せ
ば
、
決
し
て
区
域
の
狭
き
者
に

あ
ら
ず
」。

　

新
島
が
推
奨
す
る
「
愛
人
主
義
」
は
世
界

的
な
隣
人
愛
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

い
か
な
る
敵
意
も
偏
見
も
な
い
。
文
字
通
り

「
一
視
同
仁
」
で
、「
人
ひ
と
り
は
大
切
な
り
」

を
貫
く
。

　

こ
の
時
期
、
脳
裡
に
浮
か
ぶ
の
は
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
（
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
）

に
掛
け
ら
れ
た
新
島
の
肖
像
画
で
あ
る
。
留

学
時
代
に
そ
の
作
成
に
協
力
し
た
牧
野
虎
次

（
同
志
社
総
長
）
は
、
次
の
挿
話
を
残
す
。

　
「
太
平
洋
戦
争
〔
日
米
戦
争
〕
中
で
も
、

新
島
先
生
の
肖
像
は
大
講
堂
の
正
面
に
か
け

た
儘ま
ま

で
、
米
国
人
中
、
誰
も
文
句
を
云
う
者

は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
国
境
を
越
え
、
人

種
、
民
族
の
別
な
く
、
そ
の
人
の
人
格
と
徳

望
を
敬
望
す
る
と
云
う
事
は
、
尊
敬
す
る
人

も
感
心
だ
し
、さ
れ
る
人
も
更
に
尊
く
、我
々

に
と
っ
て
は
真
に
慕
わ
し
い
限
り
で
あ
る
」。

　

こ
れ
ぞ
、
非
常
時
に
あ
っ
て
も
「
愛
人
主

義
」
が
「
偏
頗
な
愛
国
主
義
」
を
克
服
し
て

見
事
に
発
露
し
た
典
型
で
は
な
い
か
。

新
島
襄
の
こ
と
ば
「
愛
国
は
愛
人
な
り
」	

本
井
　
康
博
（
元
神
学
部
教
授
）



　

新
入
生
を
対
象
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ス
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
る
頃
、
京
田
辺
校
地
の
夢
告
館
裏
手
に
あ
る
紅
し
だ
れ
桜
は
、
毎

年
、
ほ
ん
の
り
ピ
ン
ク
色
に
な
る
。
そ
の
紅
し
だ
れ
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

よ
り
も
開
花
の
時
期
が
遅
い
。
夢
告
館
二
階
の
私
の
ゼ
ミ
の
共
同
研
究
室

は
、
こ
の
紅
し
だ
れ
の
絶
好
の
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
毎
年
そ
こ
で
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の
が
、
私
の
密
か
な
楽
し
み
で
あ
る
。
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
ま
さ
に
見
頃
と
い
う
こ
の
頃
に
、
新
入
生
歓
迎
の
気
持
ち
を

引
き
継
ぐ
か
の
よ
う
に
、紅
し
だ
れ
の
薄
い
ピ
ン
ク
の
小
さ
な
花
び
ら
は
、

徐
々
に
色
を
染
め
て
い
く
。
そ
し
て
、新
年
度
の
授
業
が
始
ま
る
頃
に
は
、

日
の
光
を
浴
び
た
紅
し
だ
れ
は
、
共
同
研
究
室
の
窓
い
っ
ぱ
い
に
、
広
く

深
く
照
り
映
え
る
。

　

だ
が
、
令
和
二
年
の
春
に
限
っ
て
は
、
学
生
は
お
ろ
か
、
こ
の
私
で
さ

え
も
、
例
年
通
り
咲
き
誇
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
紅
し
だ
れ
を
、
共
同
研
究

室
か
ら
一
時
も
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
月
頃
か
ら
徐
々
に
増
し

て
い
た
不
安
が
、
一
気
に
「
対
面
授
業
不
可
」
と
い
う
か
た
ち
で
現
実
化

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

　

歴
史
書
を
繙
け
ば
、
疫
病
と
の
戦
い
の
記
録
が
浮
か
び
上
が
る
。
試

み
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（https://w
w

w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

）で
、

た
と
え
ば
「
疱
瘡
」
を
検
索
し
て
み
て
ほ
し
い
。
天
皇
・
上
皇
ま
で
が
、

疱
瘡
に
罹
患
し
た
記
事
が
見
出
さ
れ
る
。

　
「
疱
瘡
」
と
は
天
然
痘
の
こ
と
で
、
平
安
時
代
、
天
延
二
年
（
九
七
四
）

に
も
流
行
し
た
。
こ
の
時
亡
く
な
っ
た
の
が
、『
百
人
一
首
』
五
〇
番
の

歌
の
作
者
、
藤
原
義
孝
。
一
条
摂
政
伊
尹
の
息
子
で
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ

た
美
男
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
延
二
年
九
月
十
六
日
夕
刻
、
疱
瘡
の
た

め
に
世
を
去
っ
た
。
二
十
一
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
同
日
朝
方
に
は
、
兄

の
挙
賢
が
、
や
は
り
疱
瘡
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

　
「
君
が
た
め
惜
し
か
ら
ざ
り
し
命
さ
へ
長
く
も
が
な
と
思
ひ
け
る
か
な
」

と
い
う
『
百
人
一
首
』
の
義
孝
の
恋
歌
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

―
―
あ
な
た
に
逢
う
た
め
な
ら
命
な
ど
惜
し
く
は
な
い
、
死
ん
で
も
い
い

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
逢
瀬
を
遂
げ
た
今
は
、
で
き
る
だ
け
命
が
長
く

あ
っ
て
ほ
し
い
、
あ
な
た
と
と
も
に
末
永
く
生
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
―
―
。
幼
少
の
頃
か
ら
道
心
が
深
か
っ
た
と
い
う
義
孝
で
あ
る
が
、

逢
瀬
を
も
っ
た
が
ゆ
え
に
現
世
へ
の
執
着
が
湧
き
起
こ
っ
て
し
ま
う
。
な

ん
と
も
若
く
み
ず
み
ず
し
い
恋
心
。
義
孝
の
短
い
人
生
を
思
う
と
き
、
こ

の
歌
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
胸
に
も
迫
っ
て
く
る
。

　

人
類
の
歴
史
は
、
疫
病
と
の
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
る
。
天
然
痘
は
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
り
、一
九
八
〇
年
に
根
絶
が
宣
言
さ
れ
た
。

夢
告
館
裏
の
紅
し
だ
れ
は
、
来
年
の
春
も
咲
く
。

（
ふ
く
だ
・
と
も
こ
＝
文
化
情
報
学
部
教
授
）

※
執
筆
者
の
ご
要
望
に
よ
り
、
エ
ッ
セ
イ
で
は
元
号
表
記
を
用
い
て
お
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ

福　

田　

智　

子

『
令
和
二
年
の
春
』

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
度
春
学
期
の
授
業
を
原
則
と
し
て
ネ
ッ
ト

配
信
な
ど
の
非
対
面
方
式
で
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
今
学
期
は
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

配
信
期
間
：
２
０
２
０
年
５
月
11
日
（
月
）
～
７
月
20
日
（
月
）

◎
毎
週
月
曜
日
の
12
時
35
分
に
動
画
を
追
加
公
開
い
た
し
ま
す
。

◎
公
開
さ
れ
た
動
画
は
７
月
27
日
（
月
）
ま
で
視
聴
で
き
ま
す
。

◎
メ
ッ
セ
ー
ジ
テ
ー
マ
等
は
、
決
ま
り
次
第
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

	
http://w

w
w
.christian-center.jp/chapelhour/index.htm

l

月   

日

奨
　 

励 

　
者

5 　／　 11

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

横
　
井
　
和
　
彦

5 　／　 18

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
教
会
伝
道
師

西
　
原
　
も
も
こ 

5 　／　 25

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
高
の
原
教
会
牧
師

竹
ヶ
原
　
政
　
輝

6 　／　 1

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
南
大
阪
教
会
伝
道
師

川
　
江
　
亜
希
子

6 　／　 8

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
香
里
ヶ
丘
教
会
牧
師

渡
　
辺
　
圭
一
郎

6 　／　 15

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授

森
　
田
　
喜
　
基

6 　／　 22

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
豊
中
教
会
牧
師

山
　
﨑
　
道
　
子

6 　／　 29

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
河
内
天
美
教
会
牧
師

今
　
井
　
こ
の
み

7 　／　 6

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
葵
教
会
牧
師

内
　
山
　
友
　
也

7 　／　 13

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石
橋
教
会
牧
師

仲
　
程
　
愛
　
美

7 　／　 20

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授

越
　
川
　
弘
　
英

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
お
知
ら
せ

　
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
と
は
？

　

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
で
あ
る
同
志
社
大
学
の
も
っ
と
も
大
切
な

時
間
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
・
聖
書
」、「
同
志
社
の
建
学
の
精
神
・
歴
史
・
人
物
」、「
人
生
に
お
け
る
自
身

の
経
験
や
考
え
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
に
奨
励
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、
学
内
の
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
各
校
地
で
週
3
回
、
礼
拝
形

式
で
行
わ
れ
ま
す
。
奨
励
者
の
お
話
を
聞
き
、
聖
書
を
一
緒
に
読
み
、
讃
美
歌
を
歌
い
、
祈
り

の
時
間
を
共
に
過
ご
し
ま
す
。

　

オ
ル
ガ
ン
の
前
奏
か
ら
始
ま
り
、讃
美
歌
、聖
書
朗
読
・
祈
祷
、

合
唱
、
奨
励
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）、
讃
美
歌
、
祝
福
、
報
告
の
順

に
進
み
、
最
後
は
オ
ル
ガ
ン
の
後
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
静
か
に

礼
拝
を
振
り
返
り
ま
す
。
後
奏
が
終
了
す
る
ま
で
が
、
チ
ャ
ペ

ル
・
ア
ワ
ー
で
す
。

　

参
加
の
予
約
は
必
要
な
く
、
服
装
も
自
由
で
す
。
ま
た
、
会

場
の
座
席
に
聖
書
と
讃
美
歌
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
で
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
内
容

に
沿
っ
て
、
お
手
元
の
聖
書
や
讃
美
歌
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。

京
田
辺
校
地

今
出
川
校
地

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

　

火
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日

　
　

12
時
35
分
～
13
時
00
分

同
志
社
京
田
辺
会
堂 

言
館
礼
拝
堂

火
曜
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

　

17
時
30
分
～
18
時
10
分　

神
学
館
礼
拝
堂

水
曜
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

　

10
時
45
分
～
11
時
30
分　
ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル

金
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

　

12
時
35
分
～
13
時
00
分　

同
志
社
礼
拝
堂


